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令和２年度２月補正予算の概要について 

（２月１５日追加提案分） 
 

 

令和３年２月２２日 

（単位：千円） 

一 予算規模 

 

 １ 一 般 会 計      

            補   正   額                  ４５,１８８,１２８ 

 

 

                   補 正 後 の 規 模                ７１２,１７３,９３４ 

 

 

                   前年度２月補正後予算との対比           １１８,４１７,２０４ 

                                      （１９.９％増） 

 

 

  《補正予算の財源》 

 

    特 定 財 源                            ４４,４５５,０２８ 

  

分担金及び負担金            ２,８９５,８９７ 

 

 

国 庫 支 出 金               ２４,７１０,５２３ 

 

 

県      債           １７,３２１,７００ 

 

 

そ   の   他                 △４７３,０９２ 

 

 

    一 般 財 源                                ７３３,１００ 

 

                      減 収 補 塡 債                   ７３３,１００ 

 

 

 

 ２ 企業会計 

 

   下 水 道 事 業 会 計                    １,０８９,２００ 
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二 補正予算の主な内容 

  今回の補正予算は、今冬の大雪による被害対策に要する事業のほか、新型コロナウイルス感染症へ

の対応に要する経費や公共事業など、国の三次補正予算に係る事業等について計上した。 

 

 Ⅰ 雪害対策 

 

 （１）雪害対策緊急支援事業                       １,３０３,０００ 

    大雪により被害を受けた樹園地や農業生産施設の復旧等に要する経費に対 

    し助成する。 

    ①樹園地復旧支援事業                 250,000 千円 

     ・実施主体 市町村 

・補助対象 補植・改植、樹体の補修、果樹棚の復旧に要する経費 

・補 助 率 県 1/2 以内（県 10/10） 

   ②施設等復旧支援事業                1,053,000 千円 

     ⅰ）施設等の復旧支援 

       ・実施主体 市町村等 

       ・補助対象 パイプハウス、畜舎等の復旧に要する経費 

       ・補 助 率 1/3 以内、定額（県 10/10） 

     ⅱ）次期作物等営農支援  

       ・実施主体 市町村等 

       ・補助対象 品目転換に必要な種苗・資材の購入、 

             水稲苗の運搬等に要する経費 

       ・補 助 率 1/2 以内（県 10/10） 

 

 （２）県有施設の除排雪経費                          ２９,３７９ 

    今冬の除雪見込みにより、地域振興局や高等学校等における除排雪経費 

    を増額する。 

 

 

 Ⅱ 新型コロナウイルス感染症への対応 

 

１ 感染拡大防止策と医療提供体制の整備 

 

（１）診療・検査医療機関体制整備協力金支給事業                ２９７,０００ 

     コロナの検体採取を実施し、受診相談センター等で紹介可能な診療・検 

査医療機関に対し、協力金を支給する。 

・支給対象 令和３年２月末までに登録した診療・検査医療機関 

  ・支 給 額 ①令和２年 12 月末までに対応を開始：2,500 千円 

②令和３年２月末までに対応を開始：1,500 千円 

 

（２）検査体制整備協力金支給事業                               １８,０００ 

     検査体制を強化するため、土曜・日曜・祝日に検体を取り扱う民間検査 

機関に対し、協力金を支給する。 

・支給対象 令和３年１月 30 日～３月 31 日 

・支 給 額 土・日・祝日の稼働１日当たり 300 千円 
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（３）指定医療機関病床確保事業                           ９５６,３９６ 

      新型コロナウイルス感染症患者の受入れに要する専用の病棟や病床を確 

保する場合に、空床に係る病床確保経費を助成する。 

 ・補助対象 感染症患者等受入医療機関等 

     ・補 助 率 10/10（国 10/10） 

 

（４）新型コロナウイルス感染症患者受入医療機関等支援事業            ３５０,０００     

地域医療を支えるため、新型コロナウイルス感染症に使命感を持って立 

ち向かい、最前線で感染症入院患者等に対応した医療機関に対し、応援 

金を支給する。 

①感染症患者受入医療機関への応援金               300,000 千円 

・支給対象 令和２年４月１日～令和３年３月 31 日において入院患者 

を受け入れた医療機関 

  ・支 給 額 受入患者１人当たり 1,000 千円 

②医療提供体制維持支援金                        50,000 千円 

・支給対象 院内での新型コロナウイルス感染により、外来や新規入 

院の受入制限を余儀なくされた病院 

  ・支 給 額 １病院当たり 10,000 千円 

 

（５）新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業                  ５,８４３ 

      新型コロナウイルスワクチンの接種を円滑に実施するために必要な体制 

を整備する。 

       ・事業内容 ワクチンの保管管理 
関係機関の連絡調整会議の開催 等 

 
（６）高齢者施設等防災・減災対策等推進事業                     ６９,８９２ 

     高齢者施設等における新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、 

多床室の個室化改修に要する経費に対して助成する。 

 ・補 助 先 高齢者施設２施設 

 ・補 助 率 10/10（国 10/10） 

 

（７）高齢者福祉施設・障害福祉施設における新型コロナウイルス感染症抗 

原検査事業                             １１４,６４２ 

高齢者福祉施設及び障害福祉施設のうち、希望する施設に対し、新型コ 

ロナウイルス感染症の抗原検査キット等を配布し、嘱託医等の判断に基 

づき、施設において抗原検査を実施できる体制を整備する。 

・配 布 先 ①高齢者福祉施設：220 施設 

      ②障害福祉施設 ： 49 施設 

 

（８）障害分野のロボット等導入支援事業                     １０,２１７ 

障害者支援施設等が感染症拡大の防止や介護負担軽減等を図るためにロ 

ボット等を導入する際の経費について助成する。 

・補 助 先 障害福祉サービス等事業所 

・補 助 率 10/10（国 2/3、県 1/3） 
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・限 度 額 ⅰ）ロボット導入の場合 

障害者支援施設：210 万円/事業所  

           グループホーム：150 万円/事業所 

その他事業所 ：120 万円/事業所 

                     ⅱ）ＩＣＴ導入の場合 

             全事業所   ：100 万円/事業所 

 

  ２ 雇用の維持と事業の継続、県内経済の下支え 

 

（１）観光による消費拡大緊急対策事業                    ３３９,２７７ 

   新型コロナウイルス感染症拡大の影響により再び観光産業が大きな影響 

を受けていることから、県内流動を促進し、観光消費の拡大を図る。 

①未利用プレミアム宿泊券活用による県内流動促進事業 269,195 千円 

    県内宿泊施設の利用促進と消費喚起を図るため、プレミアム宿泊券の 

利用期間の再設定等を行う。 

  ・事業内容 未利用のプレミアム宿泊券を新たに 2,500 円（購入相当 

額）の宿泊券として利用期間を再設定 

・10 万枚（想定枚数） 

・利用期間 令和３年３月中旬から６月末まで 

②「秋田のお宿」県民応援事業              70,082 千円 

      県内宿泊施設の事業継続を下支えするため、消費喚起を図るプレミア 

ム宿泊券を発行する。 

・事業内容 宿泊券の発行 

・券面額 １億円（うち、プレミアム分 0.5 億円）  

・5,000 円券（販売額 2,500 円券） 

・２万枚（１人４枚まで購入可能） 

・利用期間 令和３年３月中旬から６月末まで  

 

（２）「秋田の飲食店」県民応援事業  【令和２年度から令和３年度への繰越事業】 

コロナ禍により影響を受けている飲食業者を支援するため、プレミアム 

飲食券の利用期間を令和３年２月末から令和３年３月末に延長する。 

 

（３）宿舎確保協力事業者支援金給付事業                    ４３,８６８ 

冬季国体スキー競技会の中止により、大量の宿泊キャンセルが発生した 

宿舎確保協力事業者に支援金を支給する。 

    ・対象事業者 26 事業者 

    ・支給金額  ５泊分の宿泊料金（素泊まり）の 1/2 相当額 

 

（４）就労継続支援事業所への生産活動支援事業                 ３,０００ 

障害者の働く場の確保や賃金、工賃の向上を図るため、新型コロナウイ 

ルス感染症の影響に伴い減収した就労継続支援事業所が取り組む新たな 

生産活動等に要する経費に対して助成する。 

・補助対象 就労継続支援事業所 

・補 助 率 10/10（県 10/10） 

     ・限 度 額 50 万円／事業所 
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  ３ その他 

 

（１）東京オリ・パラ事前合宿地等新型コロナウイルス感染症臨時対策基金 

   積立金                               １１５,５６７ 

東京オリンピック・パラリンピックに向けた事前合宿等受入の際に行う 

新型コロナウイルス感染症対策に充てるため、ホストタウン等新型コロ 

ナウイルス感染症対策交付金を基金に積み立てる。 

 

 

 Ⅲ その他の国の補正予算に対応した事業 

 

（１）担い手確保・経営強化支援事業                         ２６８,０６４ 

    経営の規模拡大や複合化を図るため、機械・施設等を整備する担い手に対 

し助成する。 

・事業主体 市町村 

・補助対象 トラクター、コンバイン、乾燥機 等 

・補 助 率 1/2（国 10/10） 

・限 度 額  法人3,000万円、法人以外1,500万円 

 

（２）次世代につなぐ水田農業総合対策事業                      ３１３,９８７ 

   将来にわたる水田農業の維持・発展を図るため、大豆の高収量・高品質化 

の取組や共同利用施設等の整備に対し助成する。 

①大豆生産力向上技術導入事業               270,000 千円 

・事業主体 地域農業再生協議会等 

・補助対象 ⅰ）団地化推進に向けた話し合い等に要する経費 

      ⅱ）先進的な営農技術の導入に要する経費 

      ⅲ）機械・施設の導入等に要する経費 

・補 助 率 ⅰ）、ⅱ） 定額（国 10/10） 

ⅲ）1/2（国 10/10） 

②水田農業基幹施設等整備支援事業              43,987 千円 

・実施地区 仙北市角館町雲沢地区、横手市平鹿町樽見内地区 

・事業内容 乾燥調製施設の整備 

・補 助 率 1/2（国 10/10） 

 

（３）産地パワーアップ事業                         ９００,０００ 

      米穀や青果物の流通の効率化を図るため、集出荷貯蔵施設の整備に対して 

助成する。 

・実施地区 横手市雄物川町東里地区 

・事業内容 集出荷貯蔵施設の整備 

・補 助 率 1/2（国 10/10） 
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（４）畜産競争力強化対策事業                           １,４５２,０５３ 

    地域ぐるみで畜産の収益性の向上を図るため、中心的な役割を担う畜産経 
営体の施設整備に対し助成する。 
・実施地区 北秋田市七日市地区                                 

  ・事業内容 豚舎・堆肥処理施設の整備 等 

   ・補 助 率 1/2（国 10/10） 

 

（５）大規模肉用牛団地整備事業                             １８５,４５４ 

     「秋田牛」の生産基盤の拡大を図るため、大規模肉用牛団地の整備に対し 
助成する。 
・実施地区 秋田市河辺地区 

・事業内容 牛舎・堆肥舎の整備、用地造成 等  

    ・補 助 率 1/2（施設整備：国 10/10、用地造成：県 10/10）  

 

（６）合板・製材生産性強化対策事業                      ２７３,８５７ 

合板・製材工場への木材の安定供給を図るため、間伐材の生産や高性能林 

業機械の導入に対し助成する。 

①間伐材生産・路網整備                 172,301 千円 

 ・事業主体 森林組合等 

 ・補 助 率 定額（間伐 350 千円/㏊、森林作業道 2 千円/m） 

②高性能林業機械の導入                              101,556 千円 

 ・事業主体 森林組合、素材生産企業 

 ・補 助 率 1/2 以内（国 10/10） 

 

（７）幸せはこぶコウノトリ（不妊治療総合支援）事業                 ２２,３８８ 

    不妊に悩む夫婦（事実婚を含む）の経済的負担の軽減を図ることで、不妊 

治療に取り組みやすい環境づくりを行う。 

・対象年齢   43 歳未満（男性は年齢制限なし） 

・助成回数   初回 40 歳未満 １子ごとに９回まで 

        初回 40 歳以上 １子ごとに３回まで 

・助成上限額  １～６回目 30 万円（国 1/2、県 1/2） 

        ７～９回目 30 万円（県 10/10） 

・男性不妊治療       30 万円（国 1/2、県 1/2） 

 

（８）障害児・者施設整備補助事業                        ３４１,７０１ 

    社会福祉法人等が行う障害者支援施設の大規模修繕に対して助成する。 

    ・補 助 先 ４施設 

    ・補 助 率 3/4（国 2/3、県 1/3） 

 

（９）介護福祉士修学資金等貸付事業                       ３３２,０００ 

    介護人材を確保するため、介護福祉士養成施設に通う学生や離職した介護 

職員等を対象に、学費や再就職の準備経費等の貸付事業を行う秋田県社会 

福祉協議会に対し助成する。 

    ・補 助 率 10/10 （国 9/10、県 1/10） 
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 （10）デジタル化対応産業教育装置整備事業                 ２２２,９３５ 

    専門高校における地域の産業を支える人材育成を進めるため、デジタル化 

に対応した機器を整備する。 

    ・整備内容 高性能ＰＣ端末を配置した実習室、連続精留装置、 

ＣＮＣ旋盤、籾摺り機 等 

 

 

 

 

 ○ 公共事業 

(1)R2 年度事業費  

     R1 国補正    R2 当初                          R2 実質  

     (A)       （B）                    ①（(A)+(B)）  

補  助   ２１３億円     ６１１億円                       ８２４億円  

単  独             １９２億円                      １９２億円  

災  害              ７２億円                        ７２億円  

直  轄     １７億円     １４０億円                      １５７億円  

合  計    ２３０億円   １,０１５億円                   １,２４４億円  

   

(2)R3 年度事業費  

    R2 国補正    R3 当初         R3.6 補正      R3 実質  

     (C)       （D）        （E)     ②（(C)+(D)+(E)）  

補  助     ３４３億円     ４２７億円     ８０億円程度     ８５０億円  

単  独               １４９億円      ４０億円程度    １８９億円  

災  害               ７８億円                ７８億円  

直  轄      ２６億円    １４３億円               １６９億円  

合  計     ３６９億円      ７９７億円  １２０億円程度   １,２８６億円  

   

(3)前年度比較  

            当初増減              実質増減     前年度対比  

(D)-(B)                             ②-①      ②/①   

  補   助           △１８４億円            ＋ ２６億円   103.1%  

単  独          △ ４３億円           △  ３億円   98.3%  

災  害          ＋  ６億円           ＋  ６億円   109.7%  

直  轄          ＋  ３億円              ＋ １２億円   107.5%  

合  計            △２１８億円           ＋ ４２億円   103.3%  

（端数処理により積み上げと合計が合わない場合がある。） 

   

注：R2 実質には R1 国補正に係る補正及び R2 当初が含まれる。 

国の３次補正予算に対応した R2 国補正及び骨格予算に伴い 6 月補正で対応する追加分を 

含めた R3 実質は、R2 実質と比較して４２億円の増である。 
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（１）国庫補助事業                           ３４,２６６,４８４ 

・土 地 改 良 14,673,827（15,233,475 → 29,907,302 ） 

・道路・橋りょう   6,739,880（23,145,698 → 29,885,578 ） 

・林     野  2,863,614（ 6,206,680 → 9,070,294 ） 

・砂 防   1,520,000（ 1,823,100 →  3,343,100 ） 

・河 川  2,368,000（ 6,884,625 → 9,252,625 ） 

・農 地 防 災  2,284,941（ 3,264,275 → 5,549,216 ） 

・水 産 基 盤    150,500（ 1,310,610 → 1,461,110 ） 

・そ の 他  3,665,722（ 6,815,649 → 10,481,371 ） 

 

（２）国直轄事業負担金                           ２,６１７,６８５ 

・耕 地    176,811（  334,645 →  511,456 ） 

・土 木  2,440,874（12,783,903 → 15,224,777 ） 

 

 

Ⅳ その他 

 

（１）県議会議員補欠選挙費                          ２５,９３３ 

   秋田市選挙区及び潟上市選挙区の欠員に伴う、補欠選挙を実施する。 


